
一般社団法人全国道の駅連絡会総会・シンポジウム in 宇多津 

宇多津宣言 

全国道の駅連絡会の法人化後、初となる総会・シンポジウムを本日ここ香川県宇

多津町において開催しました。 

「道の駅」は、平成５年の制度創設から四半世紀が経過し、全国に１，１６０駅と展

開され、「令和」という新しい時代を迎えた今、「道の駅」も新たなステージへと、果敢

に挑戦していくことが必要です。 

シンポジウムでは、「道の駅」の第３ステージに向けて、地方創生や観光を加速する

拠点として機能を発揮するための方策や、風景街道をはじめ様々な主体との連携の

あり方について、議論を深めました。 

近年、「道の駅」では訪日外国人観光客が大幅に増加しており、多言語対応やキ

ャッシュレスといった基本サービスの充実に加え、地域ぐるみで受入環境を整備する

など、新たなインバウンド観光拠点となるための取組みを進める必要があります。 

また、頻発化・激甚化する災害等に対して、「道の駅」が地域の防災拠点として機

能するための BCP 策定や防災訓練等の実施に加え、周辺の防災施設や道の駅と連

携して、広域的な防災拠点として機能を発揮する新たな「防災道の駅」を整備するな

どの取組みも進める必要があります。 

私たち全国道の駅連絡会は、各ブロックの道の駅連絡会との緊密な連携と、国等

の関係機関からの支援の更なる充実の下で、これらの取組みを着実に進めるととも

に、法人化の目的の１つである民間のアイデア等を効果的に活用するエージェント機

能を十分に発揮することによって、「道の駅」全体、そして地域の発展に貢献していくこ

とを、ここに宣言いたします。 
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